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風

力

多
良
間
島
で「
可
倒
式
」風
車
の
運
転
開
始

能
代
港
洋
上
風
力
発
電
事
業

秋
田
港
洋
上
風
力
発
電
事
業

む
つ
小
川
原
港
洋
上
風
力
発
電
事
業

青
森
・
秋
田
の
洋
上
風
力
３
案
件
に
大
臣
意
見

南国島嶼の暴風に対応

鳥類への配慮を求め、
追加調査を要請

沖
縄
電
力

環境省

風
車
傾
倒
時
の
様
子

自
然
環
境
と
い
え
る

「
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
風
車
」

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㉒

「
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
風
車

ほ
ど
、
自
然
環
境
と
合
致
し

た
風
車
は
な
い
」
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
実
は
、

人
工
物
で
あ
る
風
車
が
、
自

然
環
境
と
な
っ
て
い
る
と
さ

え
い
え
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
赤
茶
け
た
起

伏
あ
る
土
地
、
青
い
空
、
た

な
び
く
白
雲
。
そ
し
て
サ
イ

ロ
の
よ
う
な
白
亜
の
円
筒
の

胴
体
、
山
形
の
黒
い
帽
子
。

大
き
な
髭
の
よ
う
な
羽
根
、

そ
し
て
背
後
に
流
れ
る
お
さ

げ
の
よ
う
な
、
風
向
に
羽
根

を
正
対
さ
せ
る
黒
い
丸
棒

…
。
羽
根
車
は
直
径
が
約
16

㍍
あ
り
、
風
を
受
け
る
た
め

に
８
～
15
度
の
傾
斜
角
を
設

け
て
い
る
。
材
料
に
は
、
樫

の
木
や
ポ
プ
ラ
な
ど
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
風
車

は
、
も
ち
ろ
ん
粉
挽
き
風
車

で
あ
る
。

筆
者
が
、
そ
の
地
で
あ
る

ス
ペ
イ
ン
の
ラ
・
マ
ン
チ
ャ

地
方
の
カ
ン
ポ
・
デ
・
ク
リ

プ
タ
ー
ナ
（C

a
m
p
o
 
d
e 

Cripta
na

）
を
訪
ね
た
の

は
、
今
か
ら
18
年
も
前
に
な

る
。
最
近
の
ツ
ー
ル
で
あ
る

ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
現
地
情

報
を
見
る
と
、
当
時
を
懐
か

し
く
思
う
。
少
し
様
子
が
変

わ
っ
た
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ

う
に
見
え
る
。

そ
の
地
に
は
、
マ
ド
リ
ッ

ド
か
ら
鉄
道
で
出
か
け
た
。

２
時
間
く
ら
い
で
カ
ン
ポ
・

デ
・
ク
リ
プ
タ
ー
ナ
駅
に
着

く
。
そ
の
駅
前
に
、
千
葉
市

の
木
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い

る
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
が
咲
い

て
い
た
の
で
、
嬉
し
く
な
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
。

街
中
を
10
分
も
歩
く
と
、

住
宅
の
屋
根
越
し
に
風
車
の

姿
が
見
え
て
来
た
。
私
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
粉
挽
き
風
車
を

90
基
以
上
も
現
地
調
査
し
た

こ
と
が
あ
る
の
で
、
風
車
に

は
驚
き
は
し
な
い
が
、
こ
の

地
の
そ
れ
は
、
冒
頭
に
書
い

た
よ
う
に
、
未
体
験
の
様
相

を
見
せ
て
く
れ
た
。
少
し
歩

く
と
小
高
い
丘
が
平
坦
に
広

が
り
、
１
０
基
の
風
車
が
、

間
隔
を
お
き
立
っ
て
い
る
さ

ま
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
参
照
）。

最
初
の
風
車
が
、
内
部
を

公
開
し
て
い
た
の
で
、
地
階

か
ら
階
上
に
ら
せ
ん
階
段
で

登
る
と
、
粉
挽
き
臼
や
歯
車

仕
掛
け
な
ど
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
小
窓
越

し
に
外
部
を
覗
く
と
、
他
の

風
車
群
や
先
ほ
ど
歩
い
て
き

た
住
宅
街
の
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
か
つ
て
、
こ

の
小
高
い
丘
に
は
、
30
基
を

超
え
る
風
車
が
あ
っ
た
と
い

う
。十

字
軍
か
ら
帰
っ
た
兵
士

た
ち
が
、
集
約
化
し
て
穀
類

を
供
給
す
目
的
で
、
マ
ル
タ

島
の
様
式
の
風
車
を
伝
え
た

も
の
で
、
こ
の
地
が
一
番
の

生
産
拠
点
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

と
思
い
を
巡
ら
せ
た
。
現
在

残
っ
て
い
る
10
基
の
風
車

は
、
４
０
０
年
以
上
も
遡
る

16
世
紀
か
ら
の
重
鎮
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
白
黒
に
化
粧

さ
れ
、
観
光
の
目
玉
と
な
っ

神
話
の
怪
物
）
、
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｏ
（
人

名

：

歴
史
家
・
文
筆
家
）
な

ど
で
あ
る
。

こ
の
地
、
カ
ン
ポ
・
デ
・

ク
プ
タ
ー
ナ
の
ラ
・
マ
ン
チ

ャ
の
風
車
に
お
い
て
触
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
セ

ル
バ
ン
テ
ス
の
『
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
』
と
の
関
り
で
あ

る
。
登
場
す
る
風
車
の
モ
デ

ル
が
、
こ
の
地
で
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
ア
ー
ト
作
品
も
設

置
さ
れ
て
い
る
。
駅
前
に
は

著
者
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
銅
像

と
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
が
戦

っ
た
と
い
う
風
車
の
羽
根
の

彫
刻
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な

自然環境となっている「ラ・マンチャの風車」

Column

っ
て
い
る
。

ラ
・
マ
ン
チ
ャ
地
方
に

は
、
コ
ン
ス
エ
グ
ラ
に
も
同

様
の
粉
挽
き
風
車
が
あ
る
。

町
全
体
が
、
石
組
み
造
り
の

白
壁
、
そ
し
て
赤
屋
根
の
住

宅
や
ア
パ
ー
ト
風
、
マ
ン
シ

ョ
ン
風
、
さ
ら
に
ビ
ラ
風
の

建
築
物
は
、
十
分
に
古
き
を

残
し
て
新
し
い
様
相
を
取
り

入
れ
た
外
観
を
呈
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
土
地
の
持
つ

余
裕
や
ゆ
と
り
が
提
供
し
て

い
る
と
も
い
え
る
。

ス
ペ
イ
ン
は
、
い
ま
風
力

発
電
が
世
界
第
４
位
の
設
備

保
有
国
と
な
っ
て
い
る
。
広

い
国
土
面
積
と
半
島
と
い
う

地
勢
を
生
か
し
た
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
と
、
風
力
発
電
設
備
の

輸
出
産
業
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
ラ
・
マ
ン
チ
ャ

の
風
車
が
い
い
貢
献
を
し
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

て
い
る
。
そ
の
中
に

は
、
映
画
映
写
機
の

展
示
が
さ
れ
て
い
る

風
車
も
あ
る
。
地
元

出
身
者
が
、
ハ
リ
ウ

ッ
ド
映
画
の
監
督
と

し
て
活
躍
し
た
と
い

う
の
で
、
映
画
関
連

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

仕
立
て
ら
れ
て
い

た
。
土
地
柄
で
あ
る

が
ワ
イ
ン
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
な
っ
て
い

る
の
も
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
風
車
に
は
、

地
元
と
由
来
の
人
物

や
土
地
の
名
前
が
冠

さ
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
（
案

内
）、
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

Ｒ
Ａ
（
固
有
名
詞

：

キ
メ
ラ
。
ギ
リ
シ
ア

沖
縄
電
力
は
こ
の
ほ
ど
、

沖
縄
県
多
良
間
村
の
多
良
間

島
で
、
可
倒
式
風
力
発
電
設

備
の
営
業
運
転
を
開
始
し

た
。
沖
縄
の
離
島
で
は
台
風

被
害
が
多
く
、
風
力
発
電
設

備
に
と
っ
て
強
風
対
策
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

宮
古
島
の
南
西
54
キ
ロ
の
距

離
に
位
置
す
る
人
口
１
２
０

６
人
の
多
良
間
島
は
台
風
の

常
襲
地
域
で
も
あ
る
。
島
に

は
沖
縄
電
力
が
管
理
す
る
新

多
良
間
発
電
所
が
置
か
れ
、

島
内
で
使
用
さ
れ
る
電
力
は

２
０
０
～
５
０
０
㍗
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
５
基
で
賄
っ

て
き
た
。

同
島
に
設
置
さ
れ
た
可
倒

式
風
力
発
電
設
備
は
、
ケ
ー

ブ
ル
を
操
作
し
て
風
車
タ
ワ

ー
を
90
度
近
く
傾
倒
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
台
風

に
よ
る
強
風
に
耐
え
る
だ
け

で
な
く
強
風
被
害
を
回
避
で

き
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
。

建
設
時
に
大
型
ク
レ
ー
ン
は

不
要
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

平
地
で
可
能
。
風
車
を
支
え

る
支
柱
の
高
さ
は
38
㍍
。
ブ

レ
ー
ド
（
羽
根
）
は
２
枚
で

直
径
30
㍍
。
ブ
レ
ー
ド
と
発

電
機
な
ど
の
装
置
を
収
納
す

る
ナ
セ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
ベ

ル
ニ
エ
製
。

沖
縄
電
力
は
２
０
０
９

年
、
波
照
間
島
に
日
本
初
と

な
る
可
倒
式
風
力
発
電
設
備

２
基
を
導
入
し
た
。
２
０
１

１
年
に
南
大
東
島
で
も
２
基

を
稼
働
さ
せ
、
台
風
被
害
や

補
修
に
か
か
る
経
費
・
期
間

の
低
減
に
つ
な
が
る
有
効
性

を
確
認
し
た
。
続
い
て
２
０

環
境
省
は
こ
の
ほ
ど
、
秋
田
県
お
よ
び
青
森
県
で
計
画
が

進
む
３
つ
の
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
で
求
め
ら
れ
る
環
境
大
臣
意
見
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出

し
た
。
提
出
さ
れ
た
の
は
、「
能
代
港
洋
上
風
力
発
電
事
業

（
仮
称
）
」
お
よ
び
「
秋
田
港
洋
上
風
力
発
電
事
業
（
仮
称
）」

の
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
に
対
す
る
意
見
と
、「
む
つ
小
川

原
港
洋
上
風
力
発
電
事
業
」
の
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
対

す
る
意
見
だ
。

こ
の
事
業
は
、
秋
田
県
能

代
市
に
お
い
て
、
最
大
で
総

出
力
10
万
㌗
の
洋
上
風
力
発

電
所
を
着
床
式
で
設
置
す
る

と
い
う
も
の
。
事
業
者
は
、

丸
紅
、
大
林
組
、
エ
コ
・
パ

ワ
ー
。

環
境
大
臣
意
見
で
は
、

「
今
後
の
手
続
に
お
い
て
最

新
の
知
見
を
反
映
す
る
こ

こ
ち
ら
の
事
業
は
、
秋
田

県
秋
田
市
に
お
い
て
、
最
大

で
総
出
力
７
万
㌗
の
洋
上
風

力
発
電
所
を
着
床
式
で
設
置

す
る
と
い
う
も
の
。
事
業
者

は
前
記
の
能
代
港
洋
上
風
力

事
業
と
同
じ
く
、
丸
紅
、
大

林
組
、
エ
コ
・
パ
ワ
ー
。

環
境
大
臣
意
見
の
内
容

も
、
能
代
港
洋
上
風
力
事
業

と
、
風
力
発
電
設
備
を
住
居

等
か
ら
離
隔
す
る
こ
と
に
よ

り
騒
音
や
風
車
の
影
に
よ
る

影
響
を
回
避
ま
た
は
低
減
す

る
こ
と
、
適
切
な
時
期
、
調

査
手
法
等
に
よ
り
鳥
類
調
査

を
行
い
風
力
発
電
設
備
の
配

置
等
を
検
討
す
る
こ
と
」
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

に
対
す
る
も
の
と
同
様
だ
。

今
後
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら

事
業
者
に
対
し
て
、
環
境
大

臣
意
見
を
勘
案
し
た
意
見
が

述
べ
ら
れ
、
事
業
者
は
そ
れ

に
基
づ
き
事
業
計
画
を
決
定

し
、
事
業
段
階
の
環
境
影
響

評
価
（
環
境
影
響
評
価
方
法

書
、
準
備
書
、
評
価
書
）
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

同
事
業
は
、
青
森
県
上
北

郡
六
ヶ
所
村
に
お
い
て
、
総

出
力
８
万
㌗
の
着
床
式
洋
上

風
力
発
電
所
を
設
置
す
る
と

い
う
も
の
。
事
業
者
は
、
む

つ
小
川
原
港
洋
上
風
力
開

発
。
こ
こ
に
提
出
さ
れ
た
環

境
大
臣
意
見
は
、
同
社
が
作

成
し
た
環
境
影
響
評
価
準
備

書
に
対
す
る
も
の
で
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続
き
に
お

い
て
は
上
記
の
２
案
件
よ
り

後
工
程
で
あ
り
、
よ
り
具
体

的
な
見
解
が
示
さ
れ
る
。

今
回
提
出

さ
れ
た
環
境

大
臣
意
見
で

は
、
次
の
と

お
り
、
鳥
類

へ
の
配
慮
が

全
面
に
出
ち

出
さ
れ
た
。

「
鳥
類
に
対

し
て
移
動
経

路
の
阻
害
な

ど
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、

追
加
調
査
を

実
施
し
、
重

大
な
影
響
が

明
ら
か
と
な

っ
た
場
合
に
は
尾
駮
沼
お
よ

び
鷹
架
沼
の
河
口
部
近
傍
に

お
け
る
風
力
発
電
設
備
の
設

置
取
り
や
め
を
含
む
事
業
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ

と
、
鳥
類
の
視
認
性
を
高
め

る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
、
お

よ
び
鳥
類
の
飛
翔
状
況
の
事

後
調
査
を
適
切
な
実
施
す
る

こ
と
」
な
ど
を
具
体
的
に
求

め
て
い
る
。

１
４
年
６
月
に
粟
国
島
で
１

基
を
導
入
し
、
稼
働
さ
せ
て

い
る
。
今
回
の
可
倒
式
の
浮

力
発
電
設
備
導
入
は
、
沖
縄

電
力
と
し
て
４
地
点
目
と
な

る
。
な
お
、
多
良
間
島
に
導

入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
環

境
省
の
補
助
事
業
で
あ
る
２

０
１
４
年
度
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助

金
（
離
島
の
低
炭
素
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
）
を
活
用
し

て
建
設
し
た
。

同
社
は
「
可
倒
式
風
力
発

電
設
備
は
沖
縄
の
風
土
に
適

応
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
と
位
置
づ
け
、
強
風
対

策
の
ほ
か
、
離
島
の
燃
料
費

低
減
、
設
備
運
用
の
効
率
化

も
期
待
で
き
る
と
し
、
今
後

も
導
入
可
能
な
離
島
へ
の
展

開
を
進
め
て
い
く
考
え
。

能代港

むつ小川原港


